
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
中
国
謡
諺
を
通
史

と
し
て
考
察
し
た
い
。 
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一
門
、
以
示
区
別
。
至
若
謡
諺
出
自
構
造
者
、
展
転
傳
播
、
無
非
起
於

同
時
之
人
。
今
並
歸
於
附
録
之
中
。
」
と
記
載
す
る
。
「
俾
矯
誣
揺
惑

之
辞
、
荒
誕
之
辞
、
事
渉
猥
瑣
、
語
出
盗
賊
者
。
」
杜
文
瀾
は
、
「
根
拠

の
な
い
も
の
、
卑
猥
的
な
も
の
、
荒
誕
的
な
も
の
、
剽
窃
の
も
の
を

す
べ
て
附
録
に
納
め
る
」
と
強
調
し
た
。
そ
れ
は
世
の
人
の
参
考
の

た
め
、
ま
た
は
謡
諺
の
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
収
録
し
た
と
い
う
。 

 

『
古
謡
諺
』
は
三
千
三
百
余
首
の
謡
諺
を
一
つ
一
つ
典
拠
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
類
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
比
較
し
な
が
ら

校
勘
し
た
。
集
録
し
た
目
的
は
「
観
民
風
」
で
あ
る
と
指
し
て
い
た
。

む
ろ
ん
杜
文
瀾
自
身
と
為
政
者
は
謡
諺
に
上
古
か
ら
当
時
に
用
い
ら

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
と
多
義
性
を
高
く
評
価
し
、
謡
諺
に
含
ま
れ

る
時
世
性
の
動
き
を
注
目
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

本
稿
は
、
清
朝
の
杜
文
瀾
が
集
録
し
た
『
古
謡
諺
』
の
特
徴
の
概

略
を
確
認
し
た
。『
古
謡
諺
』
に
古
代
謡
諺
史
上
き
わ
め
て
注
目
す
る

べ
き
資
料
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
童
謡
、
民
謡
、
民
歌

あ
る
い
は
他
の
民
芸
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
間
違
い

な
い
。 

 

謡
諺
の
研
究
に
つ
い
て
周
作
人
が
い
ち
早
く
中
国
社
会
思
想
史
の

視
点
か
ら
言
及
し
た
。
串
田
久
治
は
周
作
人
、
胡
懐
琛
、
楊
蔭
深
、

朱
自
清
、
中
根
淑
、
小
柳
司
氣
太
な
ど
の
諸
先
学
に
つ
い
て
詳
し
く

考
証
を
な
さ
れ
て
い
る
。6

） 

今
ま
で
、
謡
諺
に
つ
い
て
政
治
的
・
社
会
的
な
角
度
か
ら
の
考
察

が
多
か
っ
た
の
が
、
そ
の
他
、
謡
諺
の
時
代
性
と
地
域
性
、
さ
ら
に

古
代
の
俗
語
、
俚
語
、
方
言
な
ど
も
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
謡
諺
は
異
次
元
の
世
界
と
い
っ
て
も
そ
の
内
容
が
多
様
で
あ
る

た
め
、
議
論
す
る
テ
ー
マ
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

中
国
に
「
十
里
不
同
風
、
百
里
不
同
俗
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
要

す
る
に
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
思
想
や
価
値
観
が
大
き
く
異
な
る
。

む
ろ
ん
謡
諺
の
風
格
か
ら
も
そ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
文
学
的
で
芸
術
的
な
特
色
や
口
語
、
俗
語
な
ど
も
考
察
す
る
価

値
が
あ
る
資
料
と
考
え
る
。 

謡
諺
は
歴
史
に
洗
練
さ
れ
、
隆
盛
か
ら
停
滞
へ
向
か
う
過
渡
期
が

あ
り
、
発
展
し
て
い
く
時
期
も
あ
る
。
近
代
の
童
謡
は
社
会
的
・
政

治
的
な
要
素
よ
り
文
芸
性
を
重
視
す
る
こ
と
に
変
遷
し
た
。
現
代
の

童
謡
い
わ
ば
子
ど
も
歌
は
子
ど
も
の
天
真
爛
漫
の
気
質
を
優
先
に
作

ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
歌
詞
に
知
・
徳
・
体
の
現
代
学
習

要
素
が
み
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
政
治
を
讃
え
る
教

化
手
段
と
し
て
の
童
謡
も
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
外
国
の
童
謡

の
新
風
が
吹
き
込
ま
れ
、
現
代
の
童
謡
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
謡
諺
か
ら
変
遷
し
た
童
謡
や
唱
歌
に
は
文
化
感
覚
と
文
化
意
志

が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
中
国
文
化
そ
の
も
の
と
言
っ
て
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け
る
。
さ
ら
に
出
典
、
著
者
、
巻
数
、
種
目
な
ど
を
明
記
し
た
。
そ

の
他
、
謡
諺
の
時
代
、
社
会
的
な
背
景
も
記
し
た
。
杜
文
瀾
は
凡
例

に
「
謡
諺
採
自
各
書
。
必
當
依
拠
善
本
。
謡
諺
原
委
証
験
、
必
当
叙
禄
。

有
在
上
文
者
則
引
上
文
。
有
在
下
文
者
則
引
下
文
。
在
上
文
亦
在
下

文
者
、
則
兼
引
上
下
委
文
。
有
不
止
在
一
伝
者
、
則
兼
引
両
伝
。
有
不

止
在
一
書
者
、
則
兼
引
数
書
。
此
巻
無
明
文
者
、
則
另
引
他
巻
。
本
書

無
確
証
者
、
則
引
他
書
。
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
文
に
つ
い
て

「
謡
諺
之
詞
、
諸
書
並
載
、
而
大
同
小
異
者
、
則
以
一
書
為
主
、
而
注

列
異
文
。
此
略
彼
詳
者
、
則
以
全
篇
為
主
、
而
注
明
増
補
。
事
跡
無
甚

全
異
者
、
則
附
注
以
省
繁
。
字
句
半
同
半
異
者
、
必
兼
存
以
備
考
、
即

両
書
本
系
一
書
、
而
其
中
稍
有
同
者
、
亦
必
参
互
考
訂
、
以
便
推
尋
。
」

と
説
明
さ
れ
た
。 

そ
の
他
、
凡
例
に
『
古
謡
諺
』
に
お
け
る
謡
諺
の
選
定
基
準
を
明

記
さ
れ
て
い
る
。
「
謡
諺
之
興
、
其
始
止
發
乎
語
言
。
未
著
於
文
字
、

其
去
取
界
限
、
總
以
初
作
之
時
、
是
否
著
於
文
字
為
断
。
凡
有
韻
之
詞
、

業
已
形
諸
紙
筆
、
附
諸
鐫
刻
著
、
即
不
止
發
乎
語
言
、
衡
以
體
裁
、
無

庸
編
載
。
是
故
鑄
金
者
不
録
、
鏤
玉
者
不
録
、
刻
石
者
不
録
。
書
叢
者

不
録
。
榜
門
者
不
録
。
題
壁
者
不
録
。
署
版
者
不
録
。
賛
帯
者
不
録
。

頌
徳
歌
已
刊
者
不
録
。
諷
諌
歌
己
写
者
不
録
。
謗
書
若
歌
者
不
録
。
狂

書
如
歌
者
不
録
。
寄
札
有
歌
者
不
録
。
撰
文
付
歌
者
不
録
。
讖
緯
稱
歌

者
不
録
。
儈
偈
成
歌
者
不
録
。
乱
語
作
歌
者
不
録
。
占
繇
用
者
不
録
。

傳
記
似
乎
歌
者
不
録
。
訓
誡
近
於
歌
者
不
録
。
撰
述
新
歌
者
不
録
。
摹

擬
古
歌
者
不
録
。
此
皆
已
著
文
字
。
不
得
為
謡
諺
者
也
。
」
『
古
謡
諺
』

に
謡
諺
と
し
て
集
録
し
な
い
も
の
を
明
記
し
た
。 

さ
ら
に
謡
諺
に
つ
い
て
世
間
か
ら
異
議
が
で
な
い
よ
う
に
考
証
を

行
う
と
記
し
て
い
る
。
「
謡
諺
本
文
及
上
下
文
、
有
必
須
加
以
辨
証
、

然
後
免
滋
異
議
者
。
是
故
脱
字
補
。
衍
文
當
刪
。
倒
語
當
移
。
錯
簡
當

正
。
時
代
當
考
。
地
理
當
知
。
官
階
當
推
。
稱
謂
當
審
。
今
皆
酎
附
按

語
。
以
決
是
非
。
」 

こ
れ
ら
の
説
明
か
ら
『
古
謡
諺
』
の
輯
録
の
厳
密
性
と
緻
密
性
が

明
ら
か
に
わ
か
る
。
こ
の
配
列
方
法
に
よ
り
多
様
多
種
か
つ
膨
大
な

謡
諺
が
理
路
整
然
に
輯
録
さ
れ
、
そ
の
上
、
他
の
書
籍
の
記
録
も
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
古
謡
諺
』
に
輯
録
さ
れ
た
謡
諺
の
量
と
範

囲
、
そ
れ
に
配
列
編
纂
か
ら
見
れ
ば
、『
古
謡
諺
』
は
謡
諺
と
い
う
民

俗
文
化
を
古
今
未
曾
有
に
達
し
た
。
注
釈
に
お
い
て
も
輯
録
し
た
謡

諺
の
出
典
、
巻
数
、
編
年
、
広
範
な
資
料
を
網
羅
し
て
お
り
、
資
料

の
保
存
に
お
い
て
も
注
目
に
価
す
る
。
ま
さ
し
く
劉
毓
菘
が
序
文
に

書
い
た
よ
う
に
「
採
摭
期
於
至
詳
、
裁
鋻
期
於
至
審
、
體
例
期
至
密
、

訂
正
期
於
至
精
、
集
諸
家
之
長
、
而
無
諸
家
之
失
。
」
要
す
る
に
『
古

謡
諺
』
は
「
諸
家
の
長
を
集
め
た
が
諸
家
の
失
は
な
い
」
と
賞
賛
し

て
い
る
。 

十
四
巻
の
附
録
に
お
い
て
も
経
・
史
・
子
・
集
の
序
で
配
列
し
た
。

付
録
は
上
古
か
ら
配
列
し
、『
古
謡
諺
』
の
全
体
の
配
列
と
同
様
で
あ

る
。
付
録
に
「
謡
諺
出
自
依
托
者
、
大
都
附
録
會
古
人
。
今
別
立
附
録
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曲
な
ど
に
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
謡
は
直
接
民
風
と
民
俗
を

反
映
し
て
い
る
た
め
、
民
俗
学
の
意
義
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
角
度

か
ら
風
謡
、
謡
風
、
謡
俗
、
謡
頌
な
ど
に
関
連
す
る
。
さ
ら
に
民
謡

は
讖
緯
学
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
予
言
と
神
諭
の
意
義
、
政
治
と
歴
史

の
意
義
も
具
す
る
」
と
指
摘
す
る
。4

） 

 

串
田
久
治
（
二
〇
〇
九
）
は
「
古
代
中
国
の
歌
や
謡
は
単
な
る
憂

さ
晴
ら
し
の
道
具
で
は
な
い
。
人
々
は
権
力
者
に
対
す
る
恨
み
辛
み
、

政
治
や
社
会
に
対
す
る
不
平
不
満
な
ど
、
言
い
尽
く
せ
ぬ
多
く
の
『
憂

い
』
を
実
に
巧
み
に
歌
謡
に
織
り
こ
み
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
『
憂
い
』
を
共
有
す
る
も
の
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ろ
う
と
す
る
」
と
指
摘
す
る
。5

) 

例
え
ば
『
晋
書
・
五
行
中
』
に
「
桓
玄
既
簒
。
童
謠
曰:

草
生
及
馬

腹
。
烏
啄
桓
玄
目
。
及
玄
敗
。
走
至
江
陵,

時
正
五
月
中,

誅
如
其
期

焉
。
」(

二
八-

三-

八
四
八)

と
い
う
童
謡
が
あ
る
。
こ
の
童
謡
は
桓
玄

が
敗
北
す
る
こ
と
と
死
の
時
期
を
予
言
し
た
。 

「
野
草
が
馬
の
腹
ま
で
伸
び
る
時
に
桓
玄
は
死
ぬ
」
と
歌
い
、「
五

月
の
半
ば
に
荒
野
で
死
に
、
烏
に
目
を
啄
ま
れ
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。 

『
古
謡
諺
』
の
中
に
社
会
、
時
世
や
民
意
な
ど
を
反
映
す
る
も
の

が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
謡
諺
は
す
べ
て
庶
民
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
知
識
人
に
よ
る
も
の
も
多
く
存
在
す
る
。

謡
諺
は
す
さ
ま
じ
い
現
実
の
記
録
あ
る
い
は
予
言
の
詩
で
あ
る
。
時

に
は
政
治
と
社
会
問
題
に
か
か
わ
り
、
腐
敗
や
権
利
の
横
暴
を
痛
烈

に
批
判
し
、
意
図
的
に
流
布
さ
せ
ら
れ
た
。
一
方
、
為
政
者
と
士
大

夫
側
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
問
題
の
一
つ
の
表
象
が
、
ま
さ
に
謡
諺
の

流
行
で
あ
っ
た
。
為
政
者
は
他
の
通
俗
文
化
に
対
し
て
強
烈
な
嫌
悪

感
を
示
し
、
絶
え
ず
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
が
、
な
ぜ
、
謡
諺

に
つ
い
て
は
収
集
し
た
り
、
史
書
に
掲
載
し
た
り
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
謡
諺
は
社
会
的
な
意
味
が
吹
き
込
ま
れ
た
た
め
、
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
古
代
に
お
い

て
、
謡
諺
は
政
治
と
社
会
を
批
判
す
る
た
め
の
一
つ
の
武
器
と
な
っ

て
い
る
。 

 

三 

『
古
謡
諺
』
編
纂
に
つ
い
て 

杜
文
瀾
は
『
古
謡
諺
』
に
お
よ
そ
八
百
の
古
典
書
籍
か
ら
三
千
三

百
の
謡
諺
を
整
理
し
て
輯
録
し
た
。
か
つ
て
の
謡
諺
集
と
異
な
り
、

時
代
ご
と
に
分
類
し
た
の
で
は
な
く
、
漢
籍
の
分
類
法
を
用
い
て
、

経
部
・
史
部
・
子
部
・
集
部
の
順
序
で
謡
諺
を
配
列
し
、
同
類
に
お

い
て
も
門
類
の
次
序
で
配
列
し
た
。 

凡
例
に
「
仿
魏
文
貞
公
羣
書
治
要
、
馬
懿
公
意
林
之
例
。
従
而
推
廣
。

以
所
採
書
籍
為
定
。
経
部
列
史
部
之
先
、
集
部
列
子
部
之
後
。
」
と
あ

る
。
た
と
え
ば
史
部
の
場
合
は
ま
ず
正
史
か
ら
別
史
の
順
番
で
並
べ

る
。
異
な
っ
た
類
の
書
籍
の
場
合
は
書
籍
の
著
録
の
年
代
順
で
配
列

し
、
同
書
の
場
合
は
巻
の
前
後
で
序
す
る
。
逸
文
は
正
文
の
後
に
つ
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轍
。
故
但
紀
古
不
紀
今
。
」「
昇
菴
」
は
楊
慎
の
字
で
あ
る
。
要
す
る

に
「
楊
慎
の
過
ち
は
、
範
囲
を
定
め
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

書
は
前
人
の
失
敗
を
深
く
戒
め
る
。
」
と
慎
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
楊

慎
と
郭
子
章
ら
の
謡
諺
集
を
四
庫
官
に
叱
責
さ
れ
た
こ
と
を
過
ち
と

し
て
見
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。3

）

謡
諺
の
中
に
政
治
や
時
世
、

為
政
者
を
批
判
あ
る
い
は
風
刺
、
揶
揄
す
る
も
の
が
多
く
て
、
杜
文

瀾
は
自
身
の
官
僚
身
分
を
考
え
、
お
そ
ら
く
世
間
か
ら
の
批
判
を
避

け
る
た
め
「
観
民
風
」
と
い
う
主
旨
を
強
調
し
て
集
録
を
進
め
、
謡

諺
に
よ
る
清
代
朝
廷
へ
の
批
判
を
回
避
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 二
．
二
『
古
謡
諺
』
の
輯
録
に
つ
い
て 

 

さ
て
、
前
節
に
『
古
謡
諺
』
は
「
観
民
風
」
の
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
だ
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
古
謡
諺
』
の
序
文
を
書
い

た
劉
毓
菘
は
「
詩
言
志
。
禮
記
申
其
説
曰
。
志
之
所
至
。
詩
亦
至
焉
。

在
心
焉
志
。
發
言
為
詩
。
觀
於
此
。
則
千
古
詩
教
之
源
。
未
有
先
於
言

志
者
矣
。
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
蓋
謠
諺
之
興
。
由
於
興
誦
。
為
政
者

酌
民
言
而
同
其
好
惡
。
則
芻
蕘
葑
菲
。
均
可
備
詢
。
訪
於
輶
軒
。
故
昔

之
觀
民
風
者
。
既
陳
詩
。
亦
陳
謠
諺
」
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
序
文
か

ら
謡
諺
は
通
俗
的
な
も
の
で
あ
る
が
人
々
の
本
音
が
語
ら
れ
て
い
た

た
め
、
社
会
や
民
風
な
ど
が
付
与
さ
れ
、
為
政
者
も
そ
れ
が
大
き
な

価
値
が
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
謡
諺
は
単
な
る
詩
で
は

な
く
、
民
衆
の
生
活
と
密
着
し
、
そ
の
想
い
が
託
さ
れ
て
い
る
。
各

地
に
伝
承
さ
れ
た
教
訓
性
の
強
い
謡
諺
は
各
時
代
に
お
い
て
一
種
の

民
衆
へ
の
教
化
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
謡
諺
を
収
集
し
て
民
意

を
伺
う
こ
と
は
清
代
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
上
古
時
代
か
ら

「
采
詩
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
そ
の
上
、「
采
詩
官
」
と
い
う
官
職

ま
で
あ
る
。
『
漢
書
・
芸
文
志
』
に
「
古
有
采
詩
之
官
。
王
者
所
以
観

風
俗
。
知
得
失
。
自
考
正
也
。
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。 

ま
た
、
西
漢
の
時
に
中
央
政
府
が
「
采
詩
」
の
機
構
と
し
て
「
楽

府
」
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
「
采
詩
、
依
古
遒
人
徇
路
、
采
取
百

姓
謳
謡
、
以
知
政
教
得
失
。
」
楽
府
の
主
な
役
割
は
各
地
の
謡
諺
か
ら

民
意
と
民
風
、
社
会
全
般
を
把
握
し
て
施
策
の
依
拠
と
す
る
一
要
素

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
春
秋
時
代
の
鄭
国
に
仕
え
た
政
治

家
子
産
は
、
土
地
制
度
・
軍
制
・
税
制
の
改
革
政
策
を
推
し
進
め
た
。

し
か
し
、
多
く
の
不
満
が
出
た
。
「
取
我
衣
冠
而
褚
之
、
取
我
田
畴
而

伍
之
。
孰
殺
子
産
、
我
其
与
之
。
」
と
子
産
を
殺
す
ほ
ど
憎
い
と
い
う

内
容
の
歌
が
世
に
流
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
子
産
が
制
定
し
た

法
律
「
成
文
法
」
が
定
着
し
、
言
論
自
由
な
社
会
を
め
ざ
し
た
。
子

産
を
肯
定
的
な
歌
が
新
た
に
生
ま
れ
た
。
「
我
有
子
弟
、
子
産
誨
之
。

我
有
田
畴
、
子
産
殖
之
。
子
産
而
死
、
誰
其
嗣
之
？
」
。
こ
の
歌
か
ら
子

産
の
政
策
を
讃
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

呂
肖
奐
（
二
〇
〇
五
）
は
、「
民
謡
は
五
つ
の
意
義
が
持
た
さ
れ
て

い
る
。
徒
歌
謂
之
謡
が
元
来
の
意
義
で
あ
り
、
謡
は
無
伴
奏
の
音
楽

の
範
疇
に
属
す
る
。
謡
は
歌
謡
、
謡
謳
、
謡
歌
、
吟
謡
、
謡
咏
、
謡
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読
み
物
を
よ
り
簡
単
に
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
代
に
最
も

注
目
さ
れ
る
の
が
『
三
国
志
演
義
』
、
『
西
遊
記
』
、
『
水
滸
伝
』
、
『
三

言
・
二
拍
』
の
よ
う
な
通
俗
小
説
や
『
金
瓶
梅
』
を
初
め
と
す
る
好

色
本
で
あ
る
。
謡
諺
は
こ
の
流
れ
の
中
で
も
重
要
な
民
間
文
学
と
目

さ
れ
る
位
置
に
あ
り
、
積
極
的
に
輯
録
が
行
わ
れ
た
。 

 

謡
諺
に
つ
い
て
杜
文
瀾
は
「
謡
諺
二
字
之
本
義
。
各
有
専
属
主
名
。

蓋
謡
訓
徒
歌
。
歌
者
咏
言
謂
。
詠
言
即
永
言
。
永
言
即
長
言
也
。
諺

訊
傳
言
。
言
者
直
言
之
謂
。
直
言
即
徑
言
。
徑
言
即
捷
言
也
。
長
言

主
於
詠
歌
。
故
曲
折
而
紆
徐
。
捷
言
欲
其
顯
明
。
故
平
易
而
疾
速
。

此
謠
諺
所
由
判
也
。
然
二
者
皆
係
韻
語
。
體
格
不
甚
懸
殊
。
故
對
文

則
異
。
散
文
則
通
。
可
以
彼
此
互
訓
。
」
と
定
義
す
る
。 

 

古
籍
の
中
で
も
謡
諺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
定
義
す
る
。 

『
詩
経
・
園
有
桃
』
に
「
心
之
憂
矣
。
我
歌
且
謡
」
と
い
い
、『
爾

雅
・
釋
樂
』
に
は
「
徒
歌
謂
之
謠
」
と
い
う
。
ま
た
、
『
毛
詩
故
訓

傳
』
に
「
曲
合
樂
曰
歌
。
徒
歌
曰
謡
」
と
記
し
て
お
り
、
『
韓
詩
章

句
』
に
は
「
有
章
曲
曰
歌
。
无
章
曲
曰
謡
」
と
あ
る
。 

「
諺
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
『
説
文
』
に
「
諺

傳
言
也
。
字
亦
作
喭
」
、
『
礼
記
・
大
学
』
に
「
故
諺
有
之
曰
」
、

『
国
語·

越
語
』
に
「
喭
有
之
曰
。
諺
俗
之
善
謡
也
」
、
『
左
傳
』

に
「
諺
俗
語
也
」
と
記
し
て
い
る
。 

歴
代
の
謡
諺
を
み
る
と
「
謡
」
と
「
諺
」
を
分
け
て
収
録
し
た
も

の
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
古
樂
府
解
題
』
、
『
古
樂
府
』
は
「
謡
」

を
収
録
し
、
「
諺
」
が
な
い
。
『
古
今
諺
』
に
は
「
諺
」
が
あ
り
、

「
謡
」
が
集
録
し
て
い
な
い
。
『
古
今
諺
』
と
『
古
今
風
謡
』
に
は

謡
諺
を
分
け
て
収
録
し
て
い
る
。
『
古
謡
諺
』
は
謡
諺
を
一
つ
に
し

て
収
録
し
た
。
し
か
し
、
実
際
、
以
上
の
定
義
に
従
い
、
長
言
、
傳

言
、
捷
言
、
紆
徐
、
顯
明
、
平
易
を
基
準
に
し
て
謡
諺
を
分
別
す
る

さ
い
、
双
方
共
通
す
る
も
の
が
多
く
て
、
き
わ
め
て
分
離
で
き
な
い

部
分
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
古
代
の
謡
諺
の
収
集
は
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
て
い

た
。
一
つ
は
同
時
代
の
流
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
古
典

籍
の
中
か
ら
探
し
集
め
た
も
の
で
あ
る
。『
古
謡
諺
』
は
そ
の
後
者
に

あ
た
る
。 

『
古
謡
諺
』
は
同
時
代
あ
る
い
は
同
類
の
謡
諺
集
と
は
大
き
な
違

い
が
み
ら
れ
る
。『
古
謡
諺
』
に
先
秦
か
ら
明
代
ま
で
の
古
典
謡
諺
が

収
録
さ
れ
た
が
、
清
代
の
謡
諺
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
杜
文

瀾
は
凡
例
の
中
で
「
紀
古
不
紀
今
」
と
強
調
し
た
。
何
故
、
杜
文
瀾

は
同
時
代
い
わ
ゆ
る
清
代
の
謡
諺
を
収
集
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
彼
は
朝
廷
か
ら
の
非
難
や
叱
責
な
ど
を
恐
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
明
代
の
楊
慎
の
『
古
今
風
謡
』
、
『
古
今
諺
』
や

郭
子
章
の
『
六
語
』
、
清
代
の
范
寅
の
『
越
諺
』
に
お
い
て
あ
る
程
度

そ
の
時
代
の
謡
諺
が
み
ら
れ
る
。
清
代
の
謡
諺
を
輯
録
し
な
い
原
因

と
み
ら
れ
る
も
の
を
、
杜
文
瀾
は
『
古
謡
諺
』
の
凡
例
の
中
に
こ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
「
昇
菴
之
失
。
在
於
不
審
限
断
。
此
書
深
鑑
前

50 中国の古代謡諺に関する一考察



か
を
問
題
提
起
し
て
考
え
て
み
た
い
。 

 
二 
『
古
謡
諺
』
に
つ
い
て 

二.

一 
謡
諺
と
は 

 

さ
て
、
ま
ず
謡
諺
を
史
的
に
概
観
し
、
そ
の
多
義
性
を
明
ら
か
に

し
て
お
き
た
い
。
謡
諺
は
上
古
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
用
い
ら
れ

て
き
た
。
謡
諺
は
民
間
か
ら
生
ま
れ
て
、
市
井
に
流
行
し
、
さ
ら
に

各
地
に
広
ま
っ
て
い
く
。
通
俗
が
謡
諺
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、

通
俗
文
化
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
書
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
為
政
者
や
士
大
夫
、
知
識
人
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

謡
諺
が
多
く
集
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
政
治
目
的
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
為
政
者
が
民
衆
の
本
音
と
民
意
を
知
る
不
可
欠

の
要
素
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

中
国
の
謡
諺
は
す
で
に
上
古
の
先
秦
時
代
か
ら
『
春
秋
左
氏
伝
』
、

『
国
語
』
、
『
孟
子
』
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
漢
代
に
な
る
と
さ

ら
に
発
展
し
、『
史
記
』
、『
漢
書
』
、『
後
漢
書
』
な
ど
の
多
く
の
典
籍

に
散
見
し
て
お
り
、
漢
代
は
謡
諺
の
隆
盛
時
期
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
隋
と
唐
代
に
お
い
て
も
謡
諺
の
創
作
の
発
展
に
と
も
な
い
、

官
修
書
目
あ
る
い
は
名
士
の
文
集
の
中
に
多
々
の
謡
諺
が
採
録
さ
れ

て
い
た
。
例
え
ば
官
修
の
『
芸
文
類
聚
』
の
中
に
も
大
量
に
用
い
ら

れ
た
。
宋
代
に
入
る
と
謡
諺
集
録
が
続
々
と
集
録
と
し
て
編
纂
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
も
大
量
に
謡
諺
を
集
録
し
た
の
が
『
太
平
御

覧
』
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
「
謳
」
、
「
歌
」
、
「
謡
」
三
つ
に
分
か
れ

て
記
載
さ
れ
、
周
朝
か
ら
魏
晋
ま
で
の
諺
を
幅
広
く
収
集
し
た
。
そ

の
他
、
郭
茂
倩
『
樂
府
詩
集
』
百
巻
「
雑
歌
謡
辞
」
に
「
歌
辞
・
謡

辞
」
が
あ
る
が
、「
諺
」
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。『
樂
府
詩
集
』

は
作
品
の
音
楽
性
を
重
視
し
た
た
め
、「
諺
」
を
除
外
し
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
宋
代
の
周
守
忠
の
『
古
今
諺
』
と
『
古
代
諺
』
が
創

出
さ
れ
た
。 

明
代
に
な
る
と
謡
諺
の
集
録
が
一
挙
に
開
花
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
楊
慎
の
『
古
今
風
謡
』
、『
古
今
諺
』
、
郭

子
章
の
『
六
語
』
、
馮
惟
訥
の
『
古
詩
紀
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
『
古

今
風
謡
』
は
歴
代
の
古
典
か
ら
謡
諺
を
整
理
し
、
内
容
も
豊
富
で
あ

る
。
ま
た
、
出
典
と
内
容
を
簡
略
化
し
、
ま
す
ま
す
謡
諺
集
の
創
作

の
最
盛
期
を
迎
え
た
。
謡
諺
の
内
容
も
「
生
活
知
恵
・
風
土
・
地
理
・

気
象
・
農
耕
・
牧
業
・
漁
業
・
植
樹
」
な
ど
を
網
羅
す
る
。 

宋
代
と
明
代
に
謡
諺
集
が
注
目
さ
れ
た
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
、

そ
の
時
期
に
多
様
な
通
俗
文
化
が
異
彩
を
放
つ
時
代
で
あ
る
。
十
六

世
紀
初
期
以
後
、
各
産
業
の
生
産
力
が
大
幅
に
向
上
し
、
経
済
が
大

き
く
発
展
し
た
。
商
業
の
発
達
に
よ
り
、
商
人
及
び
庶
民
の
社
会
的

地
位
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
大
衆
文
化
が
豊
か
に
な
る
と
と
も
に

文
学
に
お
い
て
は
多
く
の
文
体
が
現
れ
た
。
さ
ら
に
印
刷
技
術
の
発

達
、
出
版
事
業
の
盛
行
に
よ
っ
て
、
図
書
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、

官
刻
以
外
に
坊
刻
も
発
達
し
て
、
都
市
の
富
裕
層
は
各
種
の
大
衆
的
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古
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一 

は
じ
め
に 

   
 

本
研
究
の
対
象
は
、
清
（
一
六
一
六
～
一
九
一
二
）
浙
江
の
杜
文

瀾
が
編
纂
し
た
『
古
謡
諺
』
百
巻
、
三
千
三
百
余
首
の
謡
と
八
百
六

十
余
首
の
諺
を
輯
録
し
た
謡
諺
集
で
あ
る
。
中
国
で
は
上
古
時
代
か

ら
史
書
に
謡
諺
が
記
録
さ
れ
、
謡
諺
の
内
容
は
独
特
か
つ
特
異
な
世

界
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
古
謡
諺
』
は
歴
代
の
謡
諺
を
輯
録
し
、
清

代
に
版
刻
さ
れ
た
重
要
な
謡
諺
集
で
あ
り
、
謡
諺
資
料
の
集
大
成
で

あ
る
。 

 

『
古
謡
諺
』
は
、
膨
大
な
謡
諺
を
輯
録
し
た
た
め
、
民
芸
文
化
研

究
の
第
一
次
資
料
で
あ
り
、
中
国
古
代
に
お
け
る
社
会
・
政
治
・
思

想
・
言
語
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。『
古
謡
諺
』

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
謡
諺
と
そ
の
背
景
に

あ
る
社
会
的
、
政
治
的
な
要
素
あ
る
い
は
言
語
的
な
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
謡
諺
の
性
質
に
よ
り
歴
史
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
他
、
言
葉
の
位
相
に
は
階
層
・
年
齢
・
性
別
・
地
域

な
ど
の
差
異
も
み
ら
れ
、
古
代
中
国
政
治
社
会
の
深
層
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
中
国
童
謡
を
通
史
的

な
考
察
で
あ
る
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
古
典
資
料
で
あ
る
『
古
謡

諺
』
の
諸
相
を
通
し
て
童
謡
の
歴
史
的
な
変
遷
や
発
展
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
た
い
。 

『
古
謡
諺
』
の
作
者
で
あ
る
杜
文
瀾
（
一
八
一
五
～
一
八
八
一
）
、

字
は
小
舫
。
浙
江
秀
水
（
嘉
興
）
の
人
、
清
仁
宗
嘉
慶
中
に
生
ま
れ
、

官
は
江
蘇
道
員
、
署
両
准
塩
運
史
に
至
る
。
杜
文
瀾
は
若
い
時
か
ら

奇
才
だ
と
称
さ
れ
、
著
作
に
『
宋
香
詞
』
、『
曼
陀
羅
華
閣
瑣
記
』
、『
古

謡
諺
』
、
『
平
定
粤
寇
記
略
』
、
『
詞
律
校
勘
記
』
な
ど
が
あ
る
。
編
集

し
た
『
古
謡
諺
』
は
八
十
五
巻
、
付
録
十
四
巻
、
集
説
一
巻
が
あ
る
。

１
） 

 

『
古
謡
諺
』
の
重
印
す
る
に
当
た
っ
て
、
巻
頭
の
重
印
説
明
に
「
謡

諺
の
多
く
は
民
間
よ
り
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
当
時
の
民
衆
が

社
会
に
対
す
る
認
識
、
政
治
へ
の
見
方
を
反
映
し
て
い
る
。
」
の
よ
う

に
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
謡
諺
の
流
傳
は
、
当
世
及
び
後

世
の
詩
歌
の
創
作
と
発
展
に
影
響
を
与
え
、
こ
の
役
割
か
ら
『
古
謡

諺
』
は
我
が
国
の
歴
史
と
文
学
を
研
究
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。

２
） 

 
本
稿
で
は
、
そ
も
そ
も
杜
文
瀾
が
集
め
た
『
古
謡
諺
』
と
は
何
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
、
膨
大
な
謡
諺
を
輯
録
し
、
刊

行
に
至
っ
た
の
か
、
古
謡
諺
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
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